
北海道強靱化計画の今後の検討イメージ

策定の進め方

◆主な検討の流れ

第１回（１月２６日）

第３回（６月２６日）

第４回（８月２３日）

第６回（1月31日）

◆有識者懇談会等のスケジュール

・ 策定の進め方
・ 国土強靱化を取り巻く状況

・ 脆弱性評価結果

・ 計画素案（たたき台）について

・ 計画案（事務局案）について

（パブコメ、国・市町村・関係団体等意見照会）

【リスクシナリオ】
現行計画における取組状況、前回改定以降の社会経済情勢の変化

や自然災害、国土強靱化基本計画の見直し内容を踏まえ、検討

【脆弱性評価】
上記リスクシナリオを踏まえ、事態回避に向けた現行施策の対応力に
ついて分析・評価

【地域における施策展開の方向性】
６圏域ごとに提示している施策展開の方向性の見直し

計画決定
【北海道強靱化推進本部（３月）】

【計画の基本的な枠組み】
計画の位置付け、目標、北海道の役割などの基本的な枠組みの確認

と、「めざす姿」、「目標」の設定
第２回（４月２２日）

・ めざす姿、目標の設定
・ これまでの取組結果
・ リスクシナリオの検討
・ 脆弱性評価について

【策定の進め方】
策定の考え方、国土強靱化を取り巻く状況等を確認

参考資料

・今後推進するべき施策などについて

第５回（１１月１日）【リスクシナリオ】、【脆弱性評価】、【施策プログラム】

【施策プログラム】

脆弱性評価結果を踏まえた施策プログラムの内容等の見直し

パブリックコメントの反映
能登半島地震を踏まえた国の報告内容の反映

今までの議論等を踏まえた【素案（たたき台）】の作成
※国の能登半島地震ＷＧの現時点の内容を反映


